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中
部
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー
が
日

医
大
小
杉
病
院
で
４
月
開
設

診
療
時
間
は
準
夜
帯
（
受
付
午
後
６
時

半
～
午
後
11
時
）
で
す
。
深
夜
帯
ま
で
と

し
な
か
っ
た
理
由
と
今
後
の
深
夜
帯
開
設

の
方
向
性
を
質
問
。
健
康
福
祉
局
長
は
同

病
院
で
も
小
児
科
医
師
の
確
保
に
限
り
が

あ
り
、
比
較
的
患
者
が
多
い
準
夜
帯
に
限

定
し
た
。
開
設
後
の
状
況
も
見
な
が
ら
限

ら
れ
た
医
療
資
源
を
効
果
的
に
配
置
し
、

今
後
も
小
児
科
救
急
医
療
の
充
実
に
努
め

る
と
答
弁
。

緊
急
一
時
保
育
の
速
や
か
な
対

応
と
拡
充
を

現
在
43
カ
所
の
認
可
保
育
所
で
、
保
護

者
の
週
３
日
以
内
の
就
労
や
病
気
時
、
疲

労
回
復
な
ど
に
対
応
す
る
一
時
保
育
を
実

施
。
母
親
が
病
気
の
際
の
申
込
も
、
利
用

し
た
い
２
週
間
前
ま
で
と
言
わ
れ
た
事
例

を
あ
げ
、
速
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
へ
の
改
善

と
増
設
に
つ
い
て
質
問
。
こ
ど
も
本
部
長

は
「
利
用
状
況
は
施
設
ご
と
に
異
な
る
の

で
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
情
報
提
供

を
区
役
所
と
連
携
し
努
め
る
。
新
年
度
は

５
カ
所
拡
充
す
る
」
と
答
弁
。
速
や
か
な

受
入
れ
が
で
き
る
よ
う
区
役
所
の
コ
ー
デ

イ
ネ
ー
ト
を
含
め
た
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実
を

専
門
職
種
の
増
員
と
体
制
の
強
化
等
を

求
め
た
共
産
党
の
代
表
質
問
に
、
こ
ど
も

本
部
長
は
「
児
童
相
談
所
に
保
健
師
を
配

置
、
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
児
童
家
庭

課
を
設
置
し
社
会
福
祉
職
と
心
理
職
を
配

置
す
る
」
と
答
弁
。

産
後
ケ
ア
を
行
っ

て
い
る
助
産
院
を
支
援
す
る
な
ど
の
産
後

ケ
ア
の
充
実
、
養
護
施
設
、
児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
実
施
を
求
め
た
石
田
議
員
に
、
「
助
産

院
と
連
携
し
出
産
後
の
母
親
へ
の
支
援
の

充
実
を
図
る
。
医
療
・
心
理
の
よ
り
専
門

性
の
高
い
（
仮
称
）
こ
ど
も
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

の
整
備
の
ほ
か
南
部
、
北
部
に
児
童
養
護

施
設
を
整
備
し
、
２
カ
所
に
保
護
者
の
疾

病
等
に
児
童
を
養
育
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
機
能
を
も
た
せ
、
養
護
施
設
内
に
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
設
置
す
る
」

と
答
弁
。

新
た
な
公
立
保
育
所
基
本
方
針

に
つ
い
て

市
は
公
立
保
育
所
（
現
58
ヶ
所
）
に
つ

い
て
、
「
子
育
て
の
孤
立
感
、
負
担
感
等

を
持
つ
保
護
者
の
増
大
か
ら
地
域
の
子
育

て
支
援
の
強
化
等
公
立
保
育
所
の
役
割
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
全
園
で
園
庭
や
プ
ー

ル
等
の
地
域
開
放
や
、
豊
富
な
ス
キ
ル
を

も
つ
保
育
士
、
栄
養
士
、
看
護
士
が
配
置

さ
れ
て
い
る
」
「
11
年
度
の
園
庭
開
放
の

利
用
は
年
５
万
２
千
人
余
、
育
児
相
談
は

２
３
８
５
回
実
施
す
る
な
ど
地
域
に
浸
透

し
て
い
る
」
と
そ
の
実
績
を
大
き
く
評
価

し
な
が
ら
各
区
３
カ
所
を
新
た
な
機
能

（
地
域
の
こ
ど
も
子
育
て
支
援
、
民
間
保

育
園
へ
の
支
援
、
人
材
育
成
）
を
も
つ
公

立
保
育
所
と
し
て
残
し
、
あ
と
は
民
営
化

を
進
め
る
基
本
方
針
を
発
表
し
た
が
論
理

が
矛
盾
し
て
い
る
と
指
摘
。
石
田
議
員
は

公
立
保
育
園
が
乳
幼
児
の
親
子
が
気
軽
に

行
け
る
身
近
な
場
所
に
あ
っ
て
こ
そ
地
域

の
子
育
て
支
援
の
役
割
を
果
た
せ
る
の
だ

か
ら
民
営
化
せ
ず

こ の ま ち と と も に

２０１３年 ３・４月

共
産
党
が
く
ら
し
・
福
祉
優

先
を
主
張

新
年
度
の
歳
入
は
、
一
般
・
特
別
・
企

業
会
計
合
わ
せ
て
１
兆
２
９
６
１
億
円

で
、
今
年
度
よ
り
５
・
０
％
増
で
す
。

個
人
市
民
税
収
入
は
12
億
円
増
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
廃
止
さ
れ
た
年
少
扶
養

控
除
等
に
よ
る
増
税
分
は
約
35
億
円
に

上
り
ま
す
。
川
崎
は
人
口
増
が
続
き
増

収
で
す
が
、
一
人
当
た
り
の
所
得
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
共
産
党
は
そ
の
こ
と

か
ら
も
、
市
民
の
く
ら
し
、
福
祉
、
防

災
等
を
優
先
さ
せ
る
予
算
を
求
め
ま
し

た
。
歳
出
で
は
、
防
災

対
策
は
小
中
学
校
へ
の

独
立
備
蓄
倉
庫
や
備
蓄

品
の
充
実
等
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
が
、
直
下

型
地
震
が
予
測
さ
れ
る

な
か
、
家
屋
の
倒
壊
等

を
防
ぐ
耐
震
補
強
に
は
消
極
的
で
す
。

大
規
模
事
業
に
は
「
大
盤
振

る
舞
い
」

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
で
は
、
認
可

保
育
園
へ
の
不
承
諾
数
は
２
６
０
０
人

に
の
ぼ
り
緊
急
増
設
が
必
要
で
す
。
小

児
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
要
望
の
強
い

中
学
校
給
食
に
は
足
を
踏
み
出
そ
う
と

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
依
然
と
し
て
５
６
０
０
人
が
待
機

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
大
規
模
事
業
・

臨
海
部
国
際
戦
略
拠
点
整
備
の
土
地
購

入
に
21
億
円
余
、
船
の
こ
な
い
港
へ
の

３
基
目
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
に
８

億
円
な
ど
大
盤
振
る
舞
い
で
す
。
市
内

経
済
を
支
え
る
中
小
零
細
事
業
者
へ
の

予
算
は
、
商
店
街
関
係
費
を
入
れ
て
も
、

融
資
を
除
け
ば
約
４
億
円
で
一
般
会
計

の
わ
ず
か
０
・
０
７
％
で
す
。

新
年
度
防
災
予
算
の
概
要

▼
同
報

系
防
災
行

政

無
線

を
デ

ジ

タ

ル

化

し

、

屋

外

受

信

機(

市

内

計

２

５

８

カ

所)

の

ス

ピ

ー

カ

ー

出
力
向

上
に
よ
る

音

声
到

達
範

囲

の
拡
大
等
は
か
る

▼
独
立

型
備
蓄
倉

庫

を
市

立
中

学

校
と
会

わ
せ
小
学

校

に
も

２
０

１

５
年
度
ま
で
目
標
に
整
備
を
推
進
。

13

年
度

は
中
学
校
５
カ

所
、
小

学

校
22
カ
所
に
整
備
。

▼
避
難

所
１
７
５

カ

所
に

Ｌ
Ｅ

Ｄ

投
光
器

を
設
置
。

マ

ン
ホ

ー
ル

ト

イ
レ
を
中
学
校
15

校
に
、
13

年
度

は
基
礎

調
査
、
次

年

度
に

設
計

・

工
事
の
予
定

▼
木
造

住
宅
の
耐

震

改
修

助
成

は

対
象
と

な
る
旧
耐

震

基
準

（
１

９

８
１
年

以
前
建
築

）

が
市

内
に

約

２
万
戸

あ
る
の
に

予

算
件

数
は

今

年
度
１

０
０
件
か

ら

新
年

度
１

７

５
件
へ

、
倒
壊
や

火

災
を

防
ぐ

た

め
に
増
額
が
必
要
で
す
。

▼
消
防

職
員
数
は

国

基
準

の
１

５

２
０
人

に
対
し
て

現

員
数

１
３

８

５
人
で

１
３
５
人

不

足
で

す
が

新

年
度
の
増
員
は
な
し
。

▼
消
防
水
利
の
未
充
足
地
域
（
メ
ッ

シ
ュ
）
は
60

地
域
あ
り

ま
す
が

、

耐
震
性

防
火
水
槽

の

増
設

は
５

カ

所
で
す
。

自席から質問する

石田和子議員

（
ウ
ラ
面
へ
つ
づ
く
）



●
JR
南
武
線
、
大
山
街
道
踏
切
の
「
立
体

交
差
化
」

「
JR
南
武
線
大
山
街
道
踏
切
の
歩
行
者
、
自
転
車
、

車
の
安
全
対
策
を
」
―
《
回
答
》
「
栄
橋
交
差
点

か
ら
片
町
交
差
点
ま
で
の
間
の
現
道
を
拡
幅
し
、

JR
南
武
線
を
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
す
る
計
画
の
道
路
で

あ
る
」
「
車
を
南
武
線
の
下
を
通
し
踏
切
に
よ
る

車
の
渋
滞
を
な
く
し
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
」

「
平
成
26
年
度
に
着
手
す
る
路
線
と
位
置
づ
け
て

お
り
、
さ
ら
に
事
業
着
手
時
期
の
前
倒
し
を
行
い
、

25
年
度
に
着
手
す
る
路
線
と
し
て
位
置
づ
け
、
JR

東
日
本
と
踏
切
除
去
に
む
け
て
協
議
を
行
っ
て
い

る
」

●
国
道
２
４
６
号
と
府
中
県
道
が
交
差
す

る
溝
口
交
差
点
の
安
全
対
策
を

「
溝
口
交
差
点
は
交
通
量
も
多
く
横
断
歩
道
も

長
く
過
去
に
何
度
も
事
故
が
起
っ
て
い
る
。
安
全

対
策
を
」
―
こ

の
問
題
は
昨
年

の
事
故
後
、
地

元
住
民
の
皆
さ

ん
が
「
安
心
し

て
通
れ
る
交
差

点
に
改
善
を
」

と
運
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
達

も
住
民
と
一
緒

に
、
宗
田
裕
之

石
田
事
務
所
長

が
高
津
警
察
署
へ
、
高
津
区
役
所
に
は
石
田
議
員

も
同
行
し
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

高
津
警
察
署
で
は
「
『
危
な
い
交
差
点
』
に
位

置
づ
け
て
お
り
、
横
断
歩
道
の
改
修
を
行
う
。
区

役
所
は
「
注
意
喚
起
の
電
柱
幕
を
す
ぐ
に
設
置
す

る
」
と
の
回
答
で
し
た
。
横
断
歩
道
が
ま
っ
す
ぐ

に
補
修
さ
れ
、
電
柱
幕
が
貼
ら
れ
ま
し
た
。

●
久
末
寺
谷
住
宅
に
あ
る
宮
の
谷
公
園
内

の
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
を

宮
の
谷
公
園
内

の
「
フ
ェ
ン
ス
が

７
カ
所
ほ
ど
破
損

し
て
い
る
。
こ
ど

も
が
怪
我
を
し
な

い
よ
う
丈
夫
な
フ
ェ

ン
ス
の
設
置
を
」

の
要
望
に
、
新
し

い
フ
ェ
ン
ス
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

●
バ
ス
停
「
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
西
門
」
付

近
の
電
柱
の
支
線
が
危
険

「
電
柱
の
傾
き
を
抑
え
る
支
線
が
歩
道
を
横
切
っ

て
お
り
危
険
、
安
全
な
設
置
に
し
な
お
し
て
ほ
し

い
」
の
要
望
に
「
東
京
電
力
に
改
善
の
要
請
を
行
っ

た
」
と
回
答
。
す
ぐ
に
支
線
の
張
り
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
（

写
真

）
。

●
か
つ
ら
公
園
の
階
段
に
手
す
り
の
設
置

と
砂
場
の
砂
の
補
充
を

要
望
に
対
し
「
今
年
度
中
に
砂
の
補
充
及
び
階

段
部
分
に
手
す
り
を
設

置
す
る
」
の
回
答
。
手

す
り
は
設
置
さ
れ
砂
場

の
砂
も
３
月
中
に
は
補

充
さ
れ
る
予
定
。
公
園

の
街
灯
も
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
（
下
写
真
）

●
二
子
５
丁
目
と
６
丁
目
の
境
の
道
路
の

安
全
対
策
を

「
通
学
路
だ
が
狭
い
道
を
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出

す
の
で
怖
い
。
安
全
対
策
を
」
の
要
望
に
対
し

「
路
面
表
示
等
に
よ
る
安
全
対
策
を
検
討
す
る
」

「
電
柱
幕
を
貼
り
、
交
通
安
全
啓
発
を
図
る
」
と

回
答
。

—
教
育
委
員
会
の
通
学
路
安
全
対
策
と
し
て
、
歩

車
共
存
道
路
と
し
て
、
路
側
帯
に
カ
ラ
ー
舗
装
を

新
年
度
中
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
等
の
要
望
は

「
新
年
度
に
検
討
、
順
次
整
備
」

・
新
作
３-

16-

２
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
撤
去
さ
れ

た
ま
ま
。
通
学
路
が
あ
る
た
め
適
切
な
位
置
へ
の

設
置
を
―
《
回
答
》
「
次
年
度
に
検
討
す
る
」

・
新
作
６
―
１
―
17
の
前
は
５
差
路
に
な
っ
て
い

る
。
近
隣
に
ス
ー
パ
ー
も
あ
り
車
も
多
い
、
通
学

路
に
な
っ
て
い
る
の
で
安
全
対
策
を
―
《
回
答
》

「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
又
は
交
差
点
内
の
カ
ラ
ー

舗
装
は
次
年
度
に
順
次
整
備
す
る
」

●
横
断
歩
道
や
信
号
な
ど
の
交
通
安

全
対
策
の
要
望
は
「
高
津
警
察
署

に
要
請
し
た
。
電
柱
幕
で
注
意
喚

起
す
る
」
の
回
答
で
し
た
。
今
後

も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。
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存
続
さ
せ
る
べ
き
と
強
調
。
２
０
１
３
年
度
、

２
区
で
モ
デ
ル
実
施
し
、
14
年
度
か
ら
全
区
で

実
施
す
る
方
針
で
す
が
新
た
な
公
立
保
育
所
は

民
間
保
育
所
の
人
材
育
成
を
行
う
と
し
て
い
る

の
に
、
民
間
保
育
所
へ
の
説
明
と
協
議
さ
え
不

十
分
な
実
態
も
明
ら
か
に
な
り
、
進
め
方
を
含

め
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

子
母
口
小
学
校
の
仮
校
舎
へ
の
通

学
安
全
対
策
を

遠
く
て
高
低
差
が
30
ｍ
以
上
あ
る
通
学
路
の

安
全
対
策
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
市
教
委
は
、

児
童
の
体
力
を
考
慮
し
、
子
母
口
富
士
見
と
バ

ス
停
（
岩
川
、
千
年
、
子
母
口
）
の
隣
接
地
域

に
住
む
児
童
に
バ
ス
定
期
乗
車
券
を
発
行
す
る

こ
と
に
。
ま
た
80
段
あ
る
階
段
を
新
た
に
通
学

路
と
し
て
指
定
。
石
田
議
員
は
新
１
年
生
や
低

学
年
の
児
童
が
乗
車
す
る
際
の
安
全
確
保
や
路

線
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
地
域
交
通
安
全
員

の
配
置
、
曲
が
っ
て
い
る
急
階
段
の
防
犯
等
の

対
策
を
質
問
。
教
育
長
は
人
員
確
保
を
含
め
必

要
に
応
じ
地
域
交
通
安
全
員
を
配
置
す
る
。
ま

た
階
段
中
程
に
も
配
置
を
検
討
し
て
い
る
と
答

弁
。
長
期
休
み
中
の
「
わ
く
わ
く
」
と
学
童
の

児
童
へ
の
バ
ス
乗
車
の
対
応
も
要
望
し
ま
し
た
。

昨
年
８
月
実
施
の
共
産
党
市
議
団
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
交
差
点
や
踏
切
、
通
学

路
等
の
改
善
要
望
に
つ
い
て
、
宗
田
裕
之
、
石
田
事
務
所
長
や
住
民
と
一
緒
に
現
地
を
確
認

し
地
図
に
写
真
と
要
望
を
添
え
て
昨
年
10
月
に
高
津
区
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー
、
危
機
管
理
室

に
提
出
、
12
月
25
日
に
中
間
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
一
部
報
告
し
ま
す
。

８０段の階段が新たに通

学路として指定

高津区役所より中間回答を受ける


